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佐賀県英語デジタル教材 SAGA e スタディの実践事例の紹介②
今回は、佐賀県英語デジタル教材 SAGA e スタディを効果的に活用されている江北中学
校英語科の昨年度の取組についてのインタビューの内容を紹介します。ぜひ、各学校での
取組の参考にしてください。

SAGA e スタディの最初の導入を、どのようにされましたか。

江北中
英語科

以下のような手順で進めました。

１．英語科で会議を持ち、どのようにして全生徒に導入していくかの共通理解を図る。
２．授業で、全員がログインをする時間を設ける。

＊IDとパスワードは生徒が個人で管理し、自宅のPCやスマートフォンで使えるこ
とを生徒に伝える。

３．ログイン後、使い方や特徴を、生徒に伝える。IDは高校まで使用することを伝える。

全職員にも取組を理解してもらうよう、教材の趣旨などを情報共有しました。

自宅のPCやスマートフォンで使えることを伝えておくと、生徒は自宅でも
学習ができるのでいいですね。また、全職員にも教材についての情報共
有をされたことも、とてもいい取組ですね。
具体的には、どのような場面で活用されましたか。

以下のような場面で、活用しました。

・帯学習（テスト前や自習時間）
・英検前の昼休みの学習会

問題画面の一部 江北中
英語科
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SAGA e スタディを使用している時の生徒達の様子はいかがでしたか。

自分のペースでできるので、黙々と取り組んでいました。
休み時間から始める生徒も多く、自然と授業前着席ができていました。

SAGA e スタディを使用してから、英検受検を希望する生徒が、前年度の3倍に
増えました。SAGA e スタディで学習を積み重ね、少しずつ自信につながり、チャ
レンジする気持ちが出てきたようです。

江北中
英語科

江北中学校 英語科へのインタビューより

江北中学校英語科の先生方は、高校までの使用を見通し、個別最適な学
びの一つのツールとして、SAGA e スタディを効果的に活用されていました。
また、英語科の先生だけではなく、全職員にSAGA e スタディについて、情
報共有されているところが大変よかったです。
今後もこの通信を通して、効果的な活用実践を発信していきますので、ぜ各
学校の取組の参考としてご活用ください。

【江北中学校アンケートより】

教材は使いやすいですか。

使いやすい

85.8%

使いにくい

14.2％

【江北中学校の生徒の声】

・英検を受ける時のテスト勉強に役立つ。
・自分のペースで進めることができる。
・自分に合ったものが、級ごとに学べる。
・1人で集中できる。
・見やすい、使いやすい、分かりやすい。
・自分がどれくらいの正答率かを知るこ
とができる。

・間違えた時に、分かりやすく解答が表
示されるので、ノートに間違いを写しや
すい。

SAGA e スタディは申し込み不要で、いつからでも使用できます。アカウントについては、
各市町教育委員会へお問い合わせください。

まだ、アカウントを児童生徒に配布されていない学校は、必ず児童生徒に配布をされます
よう、よろしくお願いします。


